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日 
News Release

平平林林金金属属株株式式会会社社様様のの  

『『ササスステテナナビビリリテティィ経経営営方方針針』』策策定定をを支支援援ししままししたた！！  
 

 

百十四銀行（頭取 綾田 裕次郎）が実施する「114サステナビリティ経営導入支援サ

ービス」を通じて、大元支店取引先 平林金属株式会社（岡山県岡山市北区 代表取締役

 平林 実）が『サステナビリティ経営方針』を策定されましたのでお知らせします。 

なお本件は、「114サステナビリティ経営導入支援サービス」の当行取扱第1号案件と

なります。 

当行は、今後も地域金融機関として、お客さまのSDGsへの取組みを支援してまいり

ます。 

 

 

記 

 

〇企業概要 

会 社 名 平林金属株式会社 

所 在 地 岡山県岡山市北区下中野 347 番地 104 

代 表 者 平林 実 

業 種 金属スクラップ加工・リサイクル業 

 ※平林金属株式会社 の「サステナビリティ経営方針」については、別紙をご参照く

ださい。 
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マテリアリティ 取組方針

１.  カーボンニュートラルの達成と
　  サーキュラーエコノミーの実現

２.  食の流通事業・作物栽培・
　   福祉事業の深化

４.  性差やフィジカルに囚われない
 　　    働き方と仕事を創出する

５.  生涯スポーツであるソフトボール
　  のさらなる発展と障がい者アスリ
　  ートへの支援

３.  本業を活用して国内外の
　　　 貧困問題にアプローチする

技術共有とプラやガラスのリサイクル技術底上

太陽光パネル再生材料の用途開発を実現

残留農薬ゼロ野菜を自社プラットフォームで販売
就労継続支援A型事業所への仕事創出と
人手不足へのマッチング

障がい者アスリートの応援
男女ソフトボール・軟式野球選手の応援
ライズカップ開催
地域のソフトボール教室等への協力

NPO法人と協働で、コーヒー栽培に従事す
るネパールの農家へ栽培方法を指導、販売
ルートの確立

機械化等により、性差やフィジカルに囚わ
れないリサイクル業務を推進
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ライズカップ開催
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たからさがし㈱から
一般就労移行７人
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太陽光パネル再生材料の
用途開発実現

����年
硬質プラスチック

年 ���ｔ回収

外部環境
ミクロ環境

　  顧客   ： 「有人型資源集積システム」
　　　　　えこ便の運営
　　　　　（����年�月時点 会員��万人）
　  競合   ： 大手同業者による業界再編
　　　　    他業種によるリサイクル分野
　　　　　への参入

マクロ環境
　社会　： 今後��～��年でパネルの
　　　　   廃棄量は��倍以上に
政治経済： レアメタルの安定供給
　　　　　   ⇒都市鉱山の重要性増大
　　　　   電炉稼働コストの増大
　自然　： 瀬戸内海の海ごみ問題
　　　　   マイクロプラスチック
　技術　： 太陽光パネルリサイクル技術
　　　　   の確立

リサイクルによるカーボンニュートラル実現と
「人にやさしい事業」

ミッション

➀資源の有効活用
➁リサイクル＝環境負荷の低減

ビジョン

「誰かがやらなければならない仕事だから、
  自分がやる。」

バリュー

３H 精神 「ハングリー、ハッスル、ヘルス」と
「MOTTAINAI  ARIGATAI」の精神

プリンシプル

持続可能な
社会の実現へ

平林金属株式会社の
サステナビリティ経営方針
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士気の高い社員
高度海外人材

人的資本

物的資本
新開発設備

各地のえこ便拠点

財務資本
余裕のある財務体質

サステナブル
ファイナンス活用


